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Ⅹ線によるオクラ（Aろβ毎os戊〝5β∬〟わ乃g〟S）  

の突然変異  

桑 田  晃  

Ⅰ 緒  

Ⅹ線，釦Coを始めとする種々ゐ放射線に．よる人為突然変異に関する研究は多く，突然変異の機構，放射線の感受  

性，スぺクトラムなど虞礎的な研究は勿論，実用的に優秀な形質をそなえた品称の育成に関する研究も行なわれて  

いる．これら紅関する研究の材料としては，主として米麦を始めとする普通作物や閤芸作物が用いられているが，  

アオイ科（Malvaceae）については，棉属（Goss．yPtum）などいくつかの柾，偶について研究が行なわれ｛：いるのみ  

で，他の科に比較すれば著しく少ない．   

アオイ科のうち，トロロアオイ（A∂♂J∽0ぶCゐ鋸・S肋乃∠柚）の人為突然変異についてほ，さきに潮告したが（1），本報  

ではオクラ（A．．βざC〟Jβ搾≠〝．ざ）紅ついて人為突然変異の研究を行なったので，その結果を報告する．   

本研究に優し，種子のⅩ緑風射の労をとられた小野智明（現，丸榎種蔑ⅩK）ならびに圃場の栽培，管理なと1に  

あたられた高橋道彦助手および研究室各位に対し深甚の謝意な表する次雄であるい  

Ⅱ 実験材料および方法   

供試材料は当研究室保存のオクラ（A．β5C〝J♂〝ねば）の「品種番号4」である．1956年度産稀子を京都大学に送り，  

そこでⅩ線処理を行なった．   

X線照射には京都大学農学部の施設（遺伝学研究室管理）を用い，200KVP，19mA，1…Ommのアルミニクムの  

フィルタ－・を使用し，照射線盈率ほ110R／minで，試験層ほ0、5KR，5ⅩRおよぴ50KRの3区を設けた・・照射に・は乾  

燥種子を用い，常温で処理した．   

これらの種子を1957年6月6日に．播博して－，Ⅹ1な育成し，1966年でⅩ10迄西成した小 この臥 これらの材料を毎  

年同一・地区で栽培し，栽培中の肥培管理は慣行法紅従った・そしで毎年10月下旬の生育末期に生育調査をし，仝覇  

を収納し，特性の調査を行なった．そ・の聞，生育途中に・おいて，特異形質の発現の有撫について注意を払った“  

Ⅲ 実験結果および考察   

（1）照射種子の発芽および生存率   

Ⅹ線照射種子の発芽率，幼植物の生存率ならびにその生育ほ灘1表の如くである0標準状態では発芽率ならびに  

Tab＝1Germination％ofirradiated seeds and survival％of Xlplants  

生存率は殆んど100％に近いにも拘らず，照射区Lでは各線恩区ともに発芽率ほやゝ低下したりしかし線鼻が0・5KR，  

5ⅩRおよび50KRと増加しても，発芽率に．ほ差異は認められなかったしかし壁存率については，線罷が増加するに 

つれて低下し，特に50ⅩR医では25％に激減した   

この点については，さきに．報告したトロロアオイ（1）の場合と同様の傾向を示した－かくてオクラのLD50は30KR   
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前後とみなされようい   

なお放射線の感受性に閲し，前章酢1）のトロロアカーイと本報のオクラの場合とを比較すれば，後者の方が低いこと   

がわかる．なお＝ロロアオイほ2n＝68であり，オクラほ2n＝＝124であり，いずれも染色体ほ著しく小さいが，その   

数を著しく異にし，核最も異にしている故，従来からの例よりすれば，オクラの方がトロロアオイよりも感受性は   

低いことが推定されるが，本実験の結果ほ．ほぼその通りであった、．  

なお斎藤（3）は放射線紅よる花井類の研究紅際し，オクラでは21．OKRでほ不発芽であったと報じているが，本実   

験でほ50‖OKRでも不発芽でほなかった．しかし生存率ほ著しく減少し，次代の種子ほ完全に不発芽であった．  

またオクラの放射線感受性についてほインドのPATIL（2）が種子の発芽率と幼植物の生存率から調べた結果，Ⅹ線   

の5KRから50KRの間でほ発芽率には差ほ見られなかったが，生存率についてほ播種後10週でほ40KRと50KRで減   

少し，その他植物体の慣性化や莫に種々の異常が見られ，カ■クラほ放射線に対する抵抗性はきわめて高いと報じてい   

るが，本実験結果と類似の傾向を示しているい   

（2）Ⅹ1の生育ならびに特性  

以上の如く，0．5KR区，5KR区および50KR区において，それぞれ38，30および9個体生育したので，これらの   

特性を示せば第2表の如ぐである。草丈についてほ．，標準区では35…2C澗であったが，処理区では線量が多くなるに・  

したがい草丈ほ高くなる傾向を示  
Tab．2 Growth ofⅩ1plants  

した 

なおこのⅩ1でほ．播種期が多少おそ  

かったため，全体として草丈ほやや  

低かったが，処理区で標準区に㌧比  

し，草丈が高くなったのほ放射線に  

よる刺戟により生育が促進されたも  

のとみなされるべきで，これはまた  

当代のみであって，次代にまで影響  

をおよほすものでほなかった．   

Cont、 1   35．2「   1い5 i   12．21  0い1  

また茎の太さ紅ついても，標準区．では1．5Cク花であったが，処理区では，線量が多くなるにしたがい，太くなる傾  

向を示した．これも放射線による刺戟とみなされようしかし節数と分枝数についてほ標準区と処理区との間の差  

異，また線屋による差異は認められなかった 

なお各試験区において，草丈その他の形質について，特に上述以外の異常を示す個体の出現ほみられなかった 

次に廟数（以後，新数とは1個体当りの着朔数のことである），粒数（以後，粒数とほ1新中の種子数のことであ  

る），批数（以後，枇数とほ1新中の批数のことである）および花粉稔性は第3表の如ぐである。朔数については，  

Tab。3 Characterisitics of XェPlants  

0．、5KR区と5KR区では大差は認められず，それぞれ4．5，4い1であったが，50KR区では著しく少なくなり，0＝4で  

あった．この0．．4の内訳をみると，9月中旬の生育中期の30個体中，0顔が21個体で大部分を占め，あとほ1朔が  

7個体，2覇が僅か2個体であった 

粒数紅ついては，やほり05KR区と5KR区とでは差異ほ．なく，ともに50粒前後であったが，50KR区でほ僅か  

に13い0経と著しく減少した．   

批数紅ついては，0．5KR区と5KR区とではともに47粒であり，その範囲ほそれぞれ01・0～24い4粒．と01・0～18－・0経  

であって，両区の間に殆んど差異ほ認められなかったり しかし50KR区では株数の減少が著しかったのに・かかわらず   
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批数ほ少なく，僅かに．0．1粗で，変異ほ0．0′叫・■10．0であった．   

花粉稔性については，0い5KR区と5KR区とではいずれも100％近かったが，50ⅩR区では個体に．より著しく異にし，  

2い5％より99．3％迄変異した．この50  

ⅩR区の全個体紅ついては調査しな  

かったが，9月中旬の生育中期に30  

個体中15個体紅ついてみると，80％  

以上が6個体，50～80％が4個体，  

20～50％が3個体，20％以下が2個  

体であった 

なお50KR区で最後まで生育した  

9個体の朔数，粒数，批数および花粉  

稔性ほ第4表の如くである，これに 

よると，朔数はいずれも1または2  

であり，個体紅より粒数，花粉稔性  

は著しく変異した．   

各試験区におけるⅩ1植物は第1  

図の如ぐである 

Tab．4 CharacteIistics of9plants which grown to the  

finishin50KR plot  

（3）Ⅹ2の生育および特性   

0，．5KR区，5ⅩR区および50ⅩR区よりそれぞれ4，6  

および5個体を採種し，合計15系統のⅩ2を育成せん  

としたが，5KR区の1系統と50KR区よりの5系統は  

全部完全に不発芽であったいしたがって，結局F2ほ9  

系統の育成であるいこれらの生育状況ならび紅諸特性  

ほ籍5表に示す如ぐである 

草丈については，Ⅹ2のいずれの系統も皆，Ⅹ1より  

草丈ほ高かった．これはⅩ1に．おいては播種期が6月  

6日であったが，Ⅹ2では5月13日で，これが標準の  

播種期である故，正常な生育を示したものである．．な  

おⅩ1でほ0．5KR区と5KR区とで草丈に差異を示した  

が，Ⅹ2でほ系統1が最も高く，系統2が最も低く，  

他の系統はその間の値を示したい したがってⅩ1にお  

いて処理区により草丈を異にしたのほ，その当代だ  

けの放射線の影響とみなされよう 

沸数については，Ⅹ2の各系統はともにⅩ1より多か  

った．．これはやはりⅩ1でほ．播種期がおそかったため  

であろうuX2では系統により親数に差異を示し，少  

ない系統で512，多い系統で13．．0であったい粒数につ  

いても，Ⅹ2でほ各系統ともにⅩlより多かった－この  

Ⅹ2では，少ない系統で67，．1粗，多い系統で96．．1粒．で  

あった．．批数についてほ，系統によりことなるが，最  

低0，．1粒，扱高1け2粒で特に批数が多いとは認められ  

なかった 

Fig．1Ⅹ1Plants a：0．5KR b：5。．OKR c：50．OKR  
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Tab．5 Growth and char・aCteristics of X2plantS   

なおⅩ2において，系統により個体数の少ないものがあるが，各系統いずれも約12個体育成したものである故，こ  

れより少ないのは，不発芽またほ途中の枯死に．よるものである．なおこの不発芽またほ枯死が放射線の影響による  

ものか，病死によるものか，あるいほその他の原因によるものかは不明であるが，多分放射線によるものと思わ  

れる．   

（4）Ⅹ8および後代の特性   

Ⅹ1における0．5KR区および5ⅩR区の後代の系統は第6表に・示す如くである・   

Ⅹ3においてほ種子の発芽および植物体の諸形質について特に異常は認められなかった－・   

Ⅹ4においてほ種子の発芽においでやや異常が認められ，これまでのⅩ1，Ⅹ2，Ⅹ8種了に比し，発芽が著しく悪か  

った．したがって，Ⅹ4の各系統における個体数はいずれも少なかった、この点については前報（1）のトロロアカーイ  

（A爪免乃∠ゐβJ）の放射線処理のⅩ4種子において，異常種子が出現し，その発芽が著しく悪かったのと全く同様であ  

るしかしオクラにおいてほ，外観上，形態的に異常な種子は見られなかった，かかる発芽の異常は放射線の影響  

によるものと思われ，Ⅹ4種子において始めて現われたものであるい   

かぐて得られたⅩ4植物の生育をみると，草丈については，これ迄の世代とはとんど変らなかったが，朔数，粒  

Fig、2 Mutantline andits control  

a：ContI01（Var‥No．4）  

b：Mutantline（L。No2）   
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Tabh6  Lineage of Aescdentus   

Ⅹ1（1957）  Ⅹ2（1958）  Ⅹ8（1959）  Ⅹ▲（1960）  Ⅹ5（1961）  Ⅹ¢（1962）  Ⅹ7（1沐野  、Ⅹ8（1溺4）  Ⅹ9（1965）  Ⅹ10（1966）   

一→2（0）2－  

－7－  
7（諏）－2－   

【  →4（2）一1一－  

－12－  2－  

二  

∃→4（7ト 

－17－   

→7（め一5n  

一→4（4）－1－   

→5（12）－9－  

→6（3）－3n  

→7（0）  

→8（4）－4－  

→5（0）  

→6（7）－5－  － →5（4）－4－  →8（2）－1－  →9（4）－1－  →9（5）－4   →6（2）－2－  →5（6）－1－  →5（7）－1・→  

→7（0）  

1－    ／  

n  

→10（7）－6－  

→11（6）－5－  

→12（7）－5－  

→13（4）－2－  

→14（＄）－1一一  

→10（5）－4一   

→11（4）－2－  

－ヰ12（3）－2－－  

→13（4）－4－  

→6（5）－3】  

→7（5）－4－  

→8（6）－1－  
＼  

→9（5）5－  

→7（2）－2“  

→8（2）－1－   

→9（2）－2一－  

→10（2）－2－  

卜      →11（1）  

→12（1）－1－  

→6（9）一1－  

→7（7）－4－  

→8（7）一3－  

→9（9）－2－・  

→6（7）－2→  

→7（10）－1→  

→8（＄）－1－す  

→9（15）－6・→  

3一  
／  

→9（4）－－4－   

－  

－  

＼  
・→12（0）2－  

→9（3）一1  

－ヰ10（4）－1－  l   ＼ →14（5）－←ト10（6）  15－  

→10（12）－2一  ・→10（9）一1→  

The first，middle andlast figurein the columnof each generation＄how＄1ine No，Noof plant  

andindividualnumberrespectively．   

数，枇数ほこれ迄の世代と著しく異なり，蒲数，枚数ほ少なく，枇数は著しく多かった．すなわち系統により異なる  

が，各系統ともに朔数ほ2またほ3朔であった。概数も20ないし，44粗であった．朔数は0あるいは3．8粗というの  

もあったが，あとの系統はいずれも10リ0粒■以上で19い8粗迄であった．  

X6においては，その種子の発芽についてほⅩ4において－みられたような異常は認められず，また植物体においても特  

に異常は認められなかった．   

つづいてⅩ6，Ⅹ7，Ⅹ8，Ⅹ9およびⅩ10と育成したが，Ⅹ4における如く，種子の発芽ならびに植物における異常  

ほ認められず，かつ形質ははぼ固定したものとみなされる．   

以上Ⅹ1よりⅩ10まで継続栽培して得られた各系統の各世代における主要特性は第7表の如く倭生のもの，朔数の多  

いものなど種々の特性をそなえた系統が育成された、．   

なお標準区（品種番号4）および育成代表系統（系統番号2）ほ籍2図の如くである．．  

IV 摘  要   

1い オクラの乾燥種子にⅩ線の0い5KR，5KRおよび50KRを照射して，後代に各種の突然変異体を得た．   

2．X線照射により，種子の発芽率は若干低下したが，線藍のちがいによる大きな差異は認められなかった。し  

かし生存率では，やや大きな差異を示し，線星が増加する紅したがい生存率ほ減少し，50ⅩRでは25％に．まで低  

下したい   

3．Xlにおいては，特に異常個体ほ出現しなかったが，草丈については，Ⅹ線ほ刺激的作用をなし，生長を促進   
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Tab．7 Characteristics of plantsin each geneIation from XltO XlO  

Ⅹ1（1957）  ） Ⅹ7（1963）  ） Ⅹ9（1965）  Ⅹ10（1966）  Ⅹ2（1958）  Ⅹ8（1959）  Ⅹ4（1960）  Ⅹ5（1961）  Ⅹ6（1962   Ⅹ8（1964  
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した小茎の太さ紅ついても同様の傾向が認められた．．しかし節数，分枝数などはその現象は認められなかった．  

4．Xlに．おいては，朔数，泣数，朔数，花紛稔性紅ついては，0．5KRおよび5KRでほ異常は認められなかった   

が，50KRでは萌数，粒数は減少し，花粉稔性は個体により異なり，最低2．5％，最高99・3％までの変異を示し   

た。  

5。．X2においては，50KR区から得られた種子は全粒完全に不発芽であったが，0い5ⅩR区と5ⅩR区からの種子は   

発芽に異常は認められず，また特に．異常個体も現われなかった。しかし，草丈，朔数，粒数などに・ついてほ系   

統紅より差異を示した。  

6．．X8においてほ特に．異常は認められなかったが，Ⅹ一生種子の発芽は悪かった。しかしⅩ4植物体の生育に・特に異   

筒は認められなかったが，新数，粒数は少なく，枇数は増加した。   
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7い Ⅹ6でほⅩ4におけるような異常は認められず，以後Ⅹ10迄の間でも特に異常は認められず，－・部の系統を除い  

ては，詩形質ははぼ固定した。かぐて輝性型，多新型その他層々の特性をそなえた若干の系統が育成された。  
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Ⅹ－RAYINDUCED MUTATIONSIN OKRA（AbebnoSChus esculentus）  

Hikaru KuwADA  

S11mmary  

（1）Theseveralnewvarietieshavebeen bredupinthepIOgenyOfOkra（Abelmoschusesculentus），  

variety＝No．4‘‘byirradiatingX－Rays ofOt5KR，5KRand50KR toitsdryseeds・  

（2）ThegerminationpercentagesofseedsirradiatedbyX－Rayshavesomewhatdecreased，butthere  

weEenO differences among the doses used．The survivalpercentages of the plantsdecreasedin  

propoItion to theincrease of the doses，reaChing25％in50KR．  

（3）NoplantshowinganyabnormalcharacteristicshasappearedinXlgeneration，butX－Rays have  

served as a stimulus to the number of node and bIanCh．  

（4）Nothingunusualhasappeared forthenumber of pod per plant and of normalandimmature  

seedsper pod and pollenfertilityinXlgenerationasfaras the totaldoses were O・5KR and5KR・  

Butboth thenumberof pod per plantand of the normalseed per pod decreased，and the pollen  

fertilities have varied between 2〝5％in minimum and99．3％inmaximum，Whenthe totaldosewas  

50KR 

（5）In X2generation，the seeds obtained from X－Rays50KR did notgerminated，but those obtained  

from X－Rays O．5KR and 5KR germinated as normalones．Az？d no plants showed abr）Ormal  

characteristics，but the plant height，the number of pod per plant and the number of seed per pod  

have varied among thelines 

（6）In X3generation，there were no abnormalplants，．The germination percentages of X4Seeds were  

very poor，however，nOplants haveshowedabzlOrmalityin growth habit．The rlumber of podperplant  

and the number of seed per pod decreased and the numder ofimmature seed per podincreasedinthis  

generation 

し7）No plantsshowed abnormalityin XlO from X5nIn X10 generation，the characteristics became  

COnStant，eXCeptiI】g SOmelines．Thus the strains having the severalnew characteristics have been  

bI・ed up （1969年12月23日受理）   
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